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火 災 の 概 況 

 

１ 火災概要（１表） 

 令和２年中に組合管内で発生した火災は２５件で、建物焼損棟数２９棟、建物焼損

床面積１，０５６平方メートル、死者数１人、負傷者数４人、り災世帯数１０世帯、

り災人員２７人、損害額６５，５１７千円となっている。 

前年と比較すると、死者数は昨年と同数である。その他出火件数、焼損棟数、建物

焼損床面積、り災世帯数、り災人員及び損害額については増加している。 

 

２ 出火件数 

 出火件数は２５件で、前年と比べて１１件増加しており、１ヶ月あたり約２件の割

合で火災が発生している。 

⑴ 市町別出火件数（２・３表） 

市町別出火件数は、大洲市１７件（内訳：大洲１０件、長浜４件、肱川２件、河

辺１件）、内子町８件（内訳：内子４件、五十崎３件、小田１件）となっている。 

⑵ 火災種別（２・４・１０表） 

火災種別にみると、建物火災が２０件（全火災の８０％）で最も多く、他は林野

火災が２件（８％）、その他火災が３件（１２％）となっている。 

  なお、建物火災２０件を用途別にみると、住宅が８件、作業場等が７件で建物火

災の７５％を占めている。 

⑶ 四季別出火件数（５表） 

四季別出火件数は、夏季における火災が１０件と多く、次いで春季が６件、冬季

が５件、秋季が４件となっている。 

  

３ 出火率（６表） 

出火率（人口１万人あたりの出火件数）は４.３０件であり、令和元年と比べると 

１.９３件増加している。 

 

４ 損害額（１・７表） 

 損害額は６５，５１７千円で前年より３５，５９０千円増加している。内訳は、建

物における損害額が全額を占めている。 

また、１件あたりの損害額は、２，６２１千円であり、前年の２，１３８千円と比

較すると４８３千円増加している。 
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５ 出火原因（８表） 

 出火原因別にみると、総出火件数２５件のうち、「たき火・枯れ草焼き」による出火

が５件で最も多い。次いで「不明」が４件、「火の粉」「配線・コード」「電化製品」が

３件、「たばこ」が２件、その他の原因が各１件の順となっている。 

 

６ 初期消火対応（９表） 

 火災初期における消火活動と、その効果の有無については、総出火件数２５件のう

ち初期消火を試みたものは１６件あり、このうち初期消火によって大事に至らなかっ

た火災は７件である。 

 また、初期消火に効果のあったものは、「消火栓」が４件、「水道、浴槽等の水をか

けた」「水バケツ」「寝具、衣類等をかけた」がそれぞれ１件となっている。 

 

７ 死傷者（１１表） 

 死傷者は、火災による死者１人（応急消火義務者１人）で、前年に比べ死者は増減

なし、負傷者は４人増加となっている。 

 

８ まとめ 

以上、令和２年中の火災概況であるが、前年と比べて出火件数が１１件増加してい

る。うち建物火災は８件増加、死者については前年と同様１人となっている。り災人

員については前年に比べ１４人増加している。 

出火原因は「たき火・枯れ草焼き」によるものが５件と最も多く、次いで「不明」

が４件、「火の粉」「配線・コード」「電化製品」によるものが３件となっている。 

このことから、防火対策の取り組みとして、火気使用設備や電気器具の維持管理を

責任者に徹底するよう指導するとともに、住民に対しては、たき火を実施する際によ

り一層火災予防に努めるよう周知する必要がある。 

さらに、住宅火災による死傷者の低減や被害の軽減を図るため、住宅用火災警報器

の設置、維持管理をより強く呼びかけるとともに、各地域における自主防災組織等の

協力を得て、住民を主体とした防火講習会や防災訓練等を行い、防火意識の更なる高

揚を図る必要がある。 
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※　▲は減

航　空　機 〃 0 0 0

そ　の　他 〃 0 0 －

船　　　舶 〃 0 0 0

爆 発 損 害 額 千円 0 0 0

林　　　野 〃 0 0 0

車　　　両 〃 0 48 ▲ 48

損 害 額 千円 65,517 29,927 35,590

建　　　物 〃 65,517 29,879 35,638

小　　　損 〃 6 2 4

り 災 人 員 人 27 13 14

全　　　損 〃 4 1 3

半　　　損 〃 0 0 0

３ ０ 日 死 者 〃 0 0 0

り 災 世 帯 数 世帯 10 3 7

死 者 人 1 1 0

負 傷 者 〃 4 0 4

建物焼損表面積 ㎡ 41 61 ▲ 20

林 野 焼 損 面 積 ㎡ 479 600 ▲ 121

ぼ　　　や 〃 7 4 3

建物焼損床面積 ㎡ 1,056 551 505

半　　　焼 〃 1 0 1

部　分　焼 〃 10 8 2

焼 損 棟 数 棟 29 16 13

全　　　焼 〃 11 4 7

航　空　機 〃 0 0 0

そ　の　他 〃 3 0 3

車　　　両 〃 0 1 ▲ 1

船　　　舶 〃 0 0 0

建　　　物 〃 20 12 8

林　　　野 〃 2 1 1

                  1表　火災の概況　　　　　　　　　　

区　　分 単位 令和２年 令和元年 増減数

出 火 件 数 件 25 14 11
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建物損害額 ＝ 建物損害額＋収容物損害額

4 29 10 65,517 65,5173 1,056 41 479 1

12 5 17,953 17,953

合 計 25 20 2

1 350 7小 計 8 7

2 1 1,942 1,942106

7 3 15,902 15,902

小 田 1 1

227 7五十崎 3 3

3 1 109 1091 17

17 5 47,564 47,564

内
　
子
　
町

内 子 4 3

706 34 479 1 4

大
　
洲
　
市

大 洲 10 6 2

4

小 計 17 13 2 2

7,436 7,436

河 辺 1 1 13

1 3 2

184 1841

33,819

肱 川 2 2 256 34

5 33,819134長 浜 4

3 8 3 6,125 6,1252 303 479 1

2表　市町別火災状況

火　災　種　別 焼　損　面　積 死　傷　者 焼
損
棟
数

り
災
世
帯
数

損害額（千円）

合計 建物
林　野
（㎡）

死 者 負傷者
30日
死者

総　額
うち

建物損害
林野 車両 船舶 その他

建　物
床面積
（㎡）

建　物
表面積
（㎡）

‐
4
‐

区 分

市町別



14

1

合 計 1 1 3 2

1

元 内
子
町

1 2 3 1

年 小 田

1 1

五 十 崎 1

内 子

1

河 辺

肱 川

2 1 1

1 1令
　
和

長 浜 1

12 合　計

大
洲
市

大 洲 1 1 2

6 7 8 9 10 11　　　　　　　　  月　別
年別・市町別

1 2 3 4 5

3

8

5 3 1 2 25

1

合 計 1 2 3 3 3 2

3

年 小 田 1

1 1 1

1

2 内
子
町

内 子 1 1 4

五 十 崎

1 1

令
　
和

長 浜

肱 川 1

1 2

河 辺 1

大
洲
市

大 洲 1 2 1 2 101 3

1 4

21

3表　市町別月別出火状況

　　　　　　　　  月　別
年別・市町別

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合　計

‐
5
‐



29,927 100.0

14.0 3,007 10.0

合　　計 25 100.0 65,517 100.0 14 100.0

冬　　季
12月～2月

5 20.0 2,604 4.0 2

0.5

秋　　季
9月～11月

4 16.0 30,363 46.3 6 43.0 4,821 16.1

4 29.0 21,949 73.4

夏　　季
6月～8月

10 40.0 15,816 24.1 2 14.0 150

春　　季
3月～5月

6 24.0 16,734 25.5

                  5表　四季別出火状況 　　　　　　　　　

　　　　年　別

 月　別

令和２年 令和元年

出火
件数
(件)

割合
（％）

損害額
(千円)

割合
（％）

出火
件数
(件)

割合
（％）

損害額
(千円)

割合
（％）

そ の 他 の 火 災 12.0 0.0

合 計 100.0 100.0

船 舶 火 災 0.0 0.0

航 空 機 火 災 0.0 0.0

林 野 火 災 8.0 7.1

車 両 火 災 0.0 7.1

4表　火災種別出火件数の構成割合（％）

区　　　分 令和２年 令和元年

建 物 火 災 80.0 85.8
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※　▲は減

※　人口は令和2年12月31日現在の住民基本台帳によるもの。

人 口 2,078 2,150 ▲ 72
世 帯 数 1,059 1,078 ▲ 19

小
　
田

1 1 0
 うち建物火災 1 1 0

世 帯 数 2,138 2,110 28
出 火 率 4.81 4.65 0.16
出 火 件 数

2
人 口 5,102 5,147 ▲ 45

五
十
崎

出 火 率 5.88 1.94 3.94
出 火 件 数 3 1 2
 うち建物火災

内
　
子
　
町

内
　
子

出 火 率 4.50 1.11 3.39

人 口 8,876 9,049 ▲ 173
世 帯 数 3,900 3,921 ▲ 21

出 火 件 数 4 1 3
 うち建物火災 3 1 2

3 1

1 0 1
人 口 611 647 ▲ 36

河
　
辺

出 火 率 16.37 0 16.37
出 火 件 数 1 0 1
 うち建物火災

世 帯 数 359 371 ▲ 12

肱
　
川

出 火 率 10.40 0 10.40
出 火 件 数

人 口 1,923 1,987 ▲ 64
世 帯 数 895 888 7

2 0 2
 うち建物火災 2 0 0

2
人 口 6,129 6,325 ▲ 196

長
　
浜

出 火 率 6.53 4.74 1.79
出 火 件 数 4 3 1
 うち建物火災

世 帯 数 3,071 3,112 ▲ 41

大
　
洲
　
市

大
　
洲

出 火 率 2.30 2.37 ▲ 0.07

人 口 33,341 33,747 ▲ 406
世 帯 数 15,493 15,487 6

出 火 件 数 10 8 2
 うち建物火災 6 7 ▲ 1

4 2

人 口 58,060 59,052 ▲ 992

大洲地区
広域消防
事務組合

出 火 率 4.30 2.37 1.93
出 火 件 数 25 14 11
 うち建物火災

世 帯 数 26,915 26,967 ▲ 52

6表　出火率・出火件数・人口・世帯数調

区　　　分
実　　　　　数

増減数
令和２年 令和元年

20 12 8
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※　割合（％）については、数字を調整している。

不 明 4 16 17,116 26.13

合 計 25 100 65,517 100.00

たき火・枯れ草焼き 5 20 94 0.14

ラ イ タ ー 1 4 8 0.01

た ば こ 2 8 328 0.50

そ の 他 の 裸 火 1 4 17 0.03

放 火 1 4 0 0.00

電 化 製 品 3 12 12,493 19.07

排 気 管 1 4 91 0.14

揚 げ カ ス 1 4 428 0.65

火 の 粉 3 12 30,354 46.33

配 線 ・ コ ー ド 3 12 4,588 7.00

令和２年 25 65,517 2,621

8表　出火原因別件数及び損害額

区　　　分 出火件数（件） 割合（％） 損害額（千円） 割合（％）

平成30年 26 38,349 1,475

令和元年 14 29,927 2,138

平成28年 24 30,829 1,285

平成29年 27 53,243 1,972

平成26年 27 33,803 1,252

平成27年 26 21,300 819

平成24年 31 43,479 1,403

平成25年 31 23,913 771

       7表　出火件数及び損害額の推移　　　　

　　　 区 分

 年 別

出火件数
（件）

損　　害　　額
（千円）

１件あたりの損害額
（千円）

平成23年 26 24,976 961
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※　３０日死者とは、火災による負傷後４８時間以上３０日以内の死者。

そ の 他 の 者 0 0 0

合 計 1 4 0

応 急 消 火 義 務 者 1 3 0

消 防 協 力 者 0 1 0

消 防 吏 員 0 0 0

消 防 団 員 0 0 0

 　　　         11表　死傷者の区分　　　　　　　　　

区　　　分 死　　者 負 傷 者 ３０日死者

1 1 12令和元年 1 4 4 1

0 2 20令和２年 8 7 3 0

　　10表　建物火災の火元用途別の出火状況

   用途別

 年 別

住宅
(併用含む)

作業場
乾燥場

倉庫
納屋

物置き
酪農場

養護老人
ホーム

その他 合計

0 7

効 果 無 3 2 1 2 0 1 9

効 果 有 1 0 1 4 1

           9表　初期消火の対応状況　　　　　　　

　　　　　   消火器具別

 効　果

水道、浴
槽等の水
をかけた

消火器 水バケツ 消火栓
寝具､衣
類等を
かけた

その他 合　計
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次のページから救急の概況

全国救急受診アプリ「Ｑ助」
消防庁では、住民による緊急度判定を支援し、利用できる医療機関や受信

手段の情報を提供するため全国版救急受診アプリ（愛称「Ｑ助」）の提供を
開始しました。
スマートフォン版（Apple、Google）、Web版があります。
https://www.fdma.go.jp/neuter/topics/filedList9_6/kyukyu_app.html

※スマートフォン版のダウンロード容量は２ＭＢで、使用するときの通信料
はかかりません。
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令和２年の救急概況 

 

１ 救急業務状況（１表） 

令和２年中における救急業務の実施状況は、出場件数３，１５８件（前年比

１６８件減）、搬送人員２，９９８人（前年比１４８人減）であり、前年と比

較して件数、搬送人員ともに減少している。 

また、組合に配置している救急車６台全てが高規格救急車であり、全てに救

急救命士が出動している。 

 

２ 事故種別救急概要（２・３表） 

事故種別出動件数は、急病１，８２３件、その他（主に転院搬送）６２６件、

一般負傷４８３件で出動件数の９割以上を占めている。前年と比較すると、そ

の他６５件、労働災害７件、加害３件、火災２件が増加しており、急病１４７

件、一般負傷５４件、交通事故２２件、自損行為１１件、運動競技１０件、水

難１件が減少している。 

 

３ 市町別救急業務状況（４表） 

市町別救急件数は、大洲市が全体の７４．４％（２，３４９件）、内子町が

２５．５％（８０６件）、管轄外が０．１％（３件）となっている。 

内訳は、大洲１，８４１件、長浜３６９件、肱川１０５件、河辺３４件、内

子４５６件、五十崎２２１件、小田１２９件である。 

 

４ 時間帯別救急状況（５表） 

時間帯別の救急件数は、最も多い時間帯が午前８時から１０時の間の４６

１件であり、逆に少ない時間帯は、午前４時から６時の９６件である。午前と

午後で比較すると午後が１，７７１件、午前が１，３８７件と午後の方が多く

なっている。 

 

５ 月別曜日別救急状況（６表） 

月別の救急件数は、１月の３１５件が最も多く（前年も１月の３１９件）、

最も少ない月は４月の２１８件（前年は２月の２３２件）である。 

また、曜日別の救急件数は、月曜日の５０４件が最も多く（前年は火曜日の

５１８件）、最も少ないのは、土曜日の４０１件（前年は木曜日の４２８件）

である。 
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６ 応急処置状況（７表） 

救急隊員が行った応急処置の状況は、血中酸素飽和度測定、血圧測定、その

他の応急処置（検温等）、保温の頻度が高い。 

救急救命士が行う救急救命処置については、ラリンゲアルマスク等を用い

た気道確保１３件、気管挿管２件、薬剤投与６件を実施している。 

また、平成２８年６月１日から処置範囲が拡大された処置のうち、心肺機能

停止前の重度傷病者に対する静脈路確保及び輸液は１３件、血糖測定は２９

件、低血糖発作症例へのブドウ糖溶液投与は６件となっている。 

 

７ 医療機関別搬送人員状況（８表） 

収容医療機関の状況は、搬送人員の７８．４％（２，３４９人）を管内の医

療機関に搬送しており、うち、９８．５％（２，３１４人）は救急告示病院に

搬送している。 

また、管外医療機関への搬送は、６４９人であり、その５４．１％に当る３

５１人はその他（主に転院搬送）によるものである。 

 

８ 市町別人口割救急出場状況（９表） 

市町別人口割救急状況は、人口１，０００人当りの救急発生件数を比較する

と、最も発生件数が高いのは小田で６２件、次いで長浜６０件、河辺５６件、

大洲５５件、肱川５５件、内子５１件となっており、最も発生件数が低いのは

五十崎で４３件となっている。 

 

９ 高齢者事故種別搬送人員状況（１０表） 

高齢者（「年齢６５歳以上の者」をいう。以下同じ）に関する救急状況は、

搬送人員２，１９２人で昨年に比べ７人増加しており、全搬送人員の７３．

１％を占めている。 

また、事故種別でみると、急病１，２７７人、その他（主に転院搬送）４５

２人、一般負傷３７８人の順となっており、交通事故は７５件と前年と比べて

６件減少している。 

 

１０ 高齢者市町別疾病分類搬送人員状況（１１表） 

高齢者急病の疾病分類は、その他を除くと呼吸器系が１６９人（１３．２％）

と最も多く、次いで心疾患１５６人（１２．２％）、脳疾患１３１人（１０．

２％）、消化器系１２１人（９．４％）の順となっている。 
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１１ まとめ 

   以上、令和２年中の救急概況であるが、前年と比べて出場件数が１６８件

減少している。 

   市町村別救急業務状況は大洲市が全体の７４．４％を占めており、その内

訳は大洲１，８４１件、長浜３６９件、肱川１０５件、河辺３４件である。 

   時間帯別の救急件数は、最も多い時間帯が午前８時から１０時の間の４

６１件であり、逆に少ない時間帯は、午前４時から６時の９６件である。午

前と午後で比較すると午後が１，７７１件、午前が１，３８７件と午後の方

が多くなっている。 

   月別の救急件数は、１月が昨年に続き、最も多く、最も少ない月は４月で

ある。 

   高齢者（「年齢６５歳以上の者」をいう。以下同じ）に関する救急状況は、

搬送人員２，１９２人で昨年に比べ７人増加しており、全搬送人員の７３．

１％を占めている。 

   このことから生活習慣の見直しについてより一層住民に対し周知する必

要がある。 

   さらに、今年、新型コロナウイルス感染症の感染が全国で広がり、大洲市

でも感染者が増えてきている。その中で手洗いうがいの徹底、３密回避、飲

酒を伴う会食等の自粛の呼びかけを行う必要がある。 
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年　別

2,998 1,681 355 188 624 150

2,192 1,169 292 147 453 131

3,146 1,779 355 199 660 153

2,185 1,190 277 133 464 121

▲ 148 ▲ 98 0 ▲ 11 ▲ 36 ▲ 3 

7 ▲ 21 15 14 ▲ 11 10 

0 

※　▲は減 　　　下段の数値は65歳以上

昨年比増減 ▲ 168 ▲ 103 ▲ 5 ▲ 7 ▲ 53 

159

令和元年 3,326 1,876 379 211 701 159

令和２年 3,158 1,773 374 204 648

小

田

出

張

所

1表　年別救急業務状況

       　 区　分

出　　　　　場　　　　　件　　　　　数 搬　　　　　送　　　　　人　　　　　員

合

計

大
洲
消
防
署
本
署

長

浜

支

署

川

上

支

署

内
子
消
防
署
本
署

小

田

出

張

所

合

計

大
洲
消
防
署
本
署

長

浜

支

署

川

上

支

署

内
子
消
防
署
本
署

‐
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2 年

令
和

令
和

令
和

令
和

2 元 2 元

年 年 年 年

火 災 3 1 2 2 0 2 2 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 

自 然 災 害 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

水 難 1 2 ▲ 1 1 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

交 通 事 故 164 186 ▲ 22 168 190 ▲ 22 77 80 13 14 12 11 16 18 38 39 8 6 

労 働 災 害 31 24 7 28 22 6 12 12 2 2 3 3 2 2 8 7 4 2 

運 動 競 技 10 20 ▲ 10 10 22 ▲ 12 4 4 1 1 0 0 1 1 2 2 2 2 

一 般 負 傷 483 537 ▲ 54 456 518 ▲ 62 200 184 35 33 68 64 31 31 116 111 33 33 

加 害 6 3 3 5 2 3 2 2 2 1 0 0 1 1 1 1 0 0 

自 損 行 為 11 22 ▲ 11 8 12 ▲ 4 4 4 1 0 3 0 0 0 3 4 0 0 

急 病 1,823 1,970 ▲ 147 1,705 1,824 ▲ 119 787 732 116 104 263 253 118 101 430 410 109 105 

そ の 他 626 561 65 615 556 59 273 266 241 240 25 24 34 33 50 50 3 2 

合 計 3,158 3,326 ▲ 168 2,998 3,146 ▲ 148 1,362 1,286 411 395 374 355 204 188 648 624 159 150 

事故種別

※　▲は減

出
場
件
数

搬
送
人
員

出
場
件
数

増
　
減

増
　
減

出
場
件
数

搬
送
人
員

出
場
件
数

搬
送
人
員

出
場
件
数

搬
送
人
員

搬
送
人
員

出
場
件
数

搬
送
人
員

内子高規格隊 小田高規格隊

２表　事故種別の救急概要

　　　　　区　分
　　　　　　　　　　組　　　　　　　　　合　　　　　　　　　 令和

出　場　件　数 搬　送　人　員 大洲高規格隊1 大洲高規格隊2 長浜高規 格隊 川上高規格隊

‐
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火　災 水　難 交通事故 労働災害 運動競技 一般負傷 加　害 自損行為 急　病 その他

令和２年 3 1 164 31 10 483 6 11 1,823 626
令和元年 1 2 186 24 20 537 3 22 1,970 561

火　災 水　難 交通事故 労働災害 運動競技 一般負傷 加　害 自損行為 急　病 その他

令和２年 2 1 168 28 10 456 5 8 1,705 615
令和元年 0 0 190 22 22 518 2 12 1,824 556

３表　事故種別出場件数・搬送人員

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

火 災 水 難 交通事故 労働災害 運動競技 一般負傷 加 害 自損行為 急 病 その他

搬 送 人 員
令和２年

令和元年

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

火 災 水 難 交通事故 労働災害 運動競技 一般負傷 加 害 自損行為 急 病 その他

出 場 件 数
令和２年

令和元年
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市　町

大　洲 長　浜 肱　川 河　辺 内　子 五十崎 小　田

出場件数 出場件数 出場件数 出場件数 出場件数 出場件数 出場件数 出場件数 出場件数

事故種別 搬送人員 搬送人員 搬送人員 搬送人員 搬送人員 搬送人員 搬送人員 搬送人員 搬送人員

1,823 920 266 71 22 301 154 89 0

1,705 850 256 58 19 290 146 86 0

483 240 68 21 7 81 34 32 0

456 219 65 21 7 78 34 32 0

164 95 10 10 3 27 12 4 3

168 98 8 12 3 27 15 3 2

11 5 2 0 0 1 3 0 0

8 3 0 0 0 2 3 0 0

31 16 2 1 0 8 2 2 0

28 16 2 1 0 6 2 1 0

10 6 1 0 1 1 0 1 0

10 6 1 0 1 1 0 1 0

6 4 0 1 0 1 0 0 0

5 3 0 1 0 1 0 0 0

3 2 0 1 0 0 0 0 0

2 1 0 1 0 0 0 0 0

1 1 0 0 0 0 0 0 0

1 1 0 0 0 0 0 0 0

626 552 20 0 1 36 16 1 0

615 543 19 0 1 36 16 0 0

3,158 1,841 369 105 34 456 221 129 3

2,998 1,740 351 94 31 441 216 123 2

火 災

水 難

そ の 他

合 計

一 般 負 傷

交 通 事 故

自 損 行 為

労 働 災 害

運 動 競 技

加 害

急 病

４表　市町別救急業務状況

組　合
大　　　　　洲　　　　　市 内　　　子　　　町

管轄外
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時間 ０～２ ２～４ ４～６ ６～８ ８～１０ １０～１２ １２～１４ １４～１６ １６～１８ １８～２０ ２０～２２ ２２～２４

令和２年 113 97 96 184 461 436 377 351 349 281 230 183
令和元年 132 99 117 212 420 483 413 344 345 316 268 177

５表　時間帯別救急出場件数

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

０～２ ２～４ ４～６ ６～８ ８～１０ １０～１２ １２～１４ １４～１６ １６～１８ １８～２０ ２０～２２ ２２～２４

時 間

令和２年

令和元年

‐18‐



曜　日

　　月

　　　　1　月 28 44 46 48 53 45 51 315

　　　　2　月 31 33 34 40 35 41 56 270

　　　　3　月 44 57 51 30 39 42 21 284

　　　　4　月 22 33 33 35 32 37 26 218

　　　　5　月 37 36 35 37 34 33 28 240

　　　　6　月 38 40 37 32 25 31 27 230

　　　　7　月 34 41 38 33 52 27 29 254

　　　　8　月 46 61 41 50 32 39 42 311

　　　　9　月 43 36 45 49 22 33 32 260

　　１　0　月 38 40 41 34 50 41 43 287

　　1　1　月 40 49 35 41 29 25 21 240

　　1　2　月 32 34 49 46 37 26 25 249

合　計 433 504 485 475 440 420 401 3,158

６表　月別曜日別救急出場状況

日 月 火 水 木 金 土 合　計
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　　　　　8表　救急隊員が行った応急処置の状況

急　病 交通事故 一般負傷 その他 合　計

6 14 62 8 90

42 43 176 18 279

25 3 2 3 33

25 2 3 0 30

15 0 1 0 16

36 3 7 0 46

9 0 3 0 12

460 12 32 243 747

81 3 8 9 101

1 0 0 0 1

4 0 1 0 5

9 2 2 0 13

0 0 2 0 2

1,197 85 262 483 2,027

9 32 89 17 147

4 0 1 0 5

1 0 0 0 1

1 0 0 0 1

3 0 1 0 4

0 0 0 0 0

心肺機能停止前 9 0 4 0 13

心肺機能停止後 14 1 7 0 22

29 0 0 0 29

6 0 0 0 6

5 0 1 0 6

1,617 129 419 579 2,744

1,646 164 435 662 2,907

376 30 46 30 482

1,659 164 446 665 2,934

548 18 24 208 798

7,794 703 2,024 2,925 13,446

静脈路確保

血 糖 測 定

合 計

薬 剤 投 与

そ の 他 の 応 急 処 置

血 圧 測 定

聴 診 器 に よ る 聴 取

血中酸素飽和度測定

心 電 図

ブ ド ウ 糖 溶 液 投 与

気　 管　 挿 　管

保 温

被 覆

在 宅 療 法 継 続

点　 滴　 処　 置

外 　瘻　 処　 置

そ　　の　　他

除 細 動

ラリンゲアルマスク等

止 血

固 定

人 工 呼 吸

心 マ ッ サ ー ジ

う　 ち 　自 　動

心 肺 蘇 生

う　 ち　 自　 動

酸 素 吸 入

気 道 確 保

う　 ち　 経　 鼻

う ち 異 物 除 去

　７表　救急隊員が行った応急処置の状況

事故種別

応急処置対象人員
1,705 168 456 669 2,998

処 置 項 目
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うち管外 うち管外 うち管外 うち管外 うち管外

1 1 3 3 0 0 37 37 41 41

638 186 60 14 193 56 220 155 1,111 411

12 11 0 0 0 0 57 57 69 68

1,006 2 102 0 256 1 258 6 1,622 9

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1,657 200 165 17 449 57 572 255 2,843 529

2 2 0 0 0 0 6 6 8 8

16 15 3 3 4 4 87 86 110 108

0 0 0 0 0 0 1 1 1 1

1 0 0 0 3 0 2 2 6 2

29 0 0 0 0 0 1 1 30 1

48 17 3 3 7 4 97 96 155 120

3 3 3 3 0 0 43 43 49 49

654 201 63 17 197 60 307 241 1,221 519

12 11 0 0 0 0 58 58 70 69

1,007 2 102 0 259 1 260 8 1,628 11

29 0 0 0 0 0 1 1 30 1

1,705 217 168 20 456 61 669 351 2,998 649

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1,705 217 168 20 456 61 669 351 2,998 649合　　　　　計

的 　診　　療　　所

計

そ
の
他
の

　
　
場
所

接 骨 院

そ の 他

計

国 立

公 立

計
公 的

私 　病　　　　　 院

そ
の
他
の
医
療
機
関

国 立

公 立

公 的

私 　病　　　　　 院

的 　診　　療　　所

計

告示開設者別

救
急
告
示
医
療
機
関

国 立

公 立

公 的

私 　病　　   　　院

的 　診　　療　　所

計

   　　８表　事故種別医療機関別搬送人員状況

                     事故種別 急　　　　病 交通事故 一般負傷 そ　の　他 合　　　計

‐
2
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大 洲 33,341 1,841 1,740

長 浜 6,129 369 351

肱 川 1,923 105 94

河 辺 611 34 31

内 子 8,876 456 441

五 十 崎 5,102 221 216

小 田 2,078 129 123

58,060 3,155 2,996

3 2

3,158 2,998

管 　　 　轄　　 　 外

合　　　　　　　　　計

内
　
子
　
町

51

43

62

組　　合　　管　　内 54

大
 
　
洲
　
 

市

55

60

55

56

９表　市町別人口割救急出場状況

(人口は12月末現在）

　　　　　　　　　区　　分
市　　町

人　　　　　口
（人）

出　場　件　数
（件）

搬　送　人　員
（人）

人口1,000人当りの
発生件数（件）

‐
2
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火

　
　
災

自

然

災

害

水

　
　
難

交

通

事

故

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

　
　
害

自

損

行

為

急

　
　
病

そ

の

他

合

　
　
計

大 洲 1 0 1 44 1 0 173 1 0 598 392 1,211

長 浜 0 0 0 2 0 0 56 0 0 216 16 290

肱 川 1 0 0 8 0 0 18 1 0 43 0 71

河 辺 0 0 0 2 0 1 6 0 0 18 1 28

内 子 0 0 0 12 1 0 65 0 1 215 28 322

五 十 崎 0 0 0 6 0 0 29 0 0 111 15 161

小 田 0 0 0 1 1 0 31 0 0 76 0 109

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 0 1 75 3 1 378 2 1 1,277 452 2,192

1０表　発生場所別高齢者事故種別搬送人員状況

　　　　　　　　　  区　　分
市　　町

事 故 種 別

大
 
　
洲
　
 

市

内
　
子
　
町

その他（管轄外）

合　　　　　　　計

※　高齢者～年齢６５歳以上の者をいう。 
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大 洲 61 80 54 87 4 34 29 24 225 598

長 浜 27 23 24 30 4 10 14 4 80 216

肱 川 1 5 9 5 1 4 0 0 18 43

河 辺 4 0 2 3 0 2 0 1 6 18

内 子 26 27 12 25 5 8 14 6 92 215

五 十 崎 7 14 12 13 2 5 13 5 40 111

小 田 5 7 8 6 0 2 4 1 43 76

131 156 121 169 16 65 74 41 504 1,277

※　高齢者～年齢６５歳以上の者をいう。

合　　　　　　　計

　１１表　高齢者市町別疾病分類搬送人員状況

　　　　　　　　　疾病分類
市　　町

脳疾患 心疾患 消化系 呼吸系 精神系 感覚系 泌尿系 新生物 その他 合　計

大
 
　
洲
　
 

市

内
　
子
　
町

‐
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